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・各部局の要求額は、人件費、繰出金及び予備費等を含んでいません。 

 

 



単位：千円、％

　　主な増減理由
・防災行政無線屋外子局非常用電源の更新による増 ３６，０００千円
・ライフライン保全対策事業費の増 ２９，０００千円
・県防災情報通信システム整備に伴う負担金の増 １４，５９８千円

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜防災＞

　　　○

　　　○

　　・防災行政無線屋外子局非常用電源の更新

　　・倒木被害防止のための道路沿線立木の伐採

　　・防災備蓄物資購入

　　・防災エキスパートの育成

　大規模地震の発生を想定した実践的な防災訓練に必要な経費を計上

　　・会場設営委託、訓練用消耗品購入

災害対策事業の推進 １６７，８９１千円　
（８２，８００千円）

　災害発生など不測の事態に備え、防災体制の充実を図るために必要な経費を計上

大規模災害を想定した実践的な防災訓練の実施

市民の生命・身体及び財産を災害から守るための体制の整備

要求のポイント

実践的な防災訓練の実施 ４，３１０千円　
（４，４００千円）

一般会計 92,464 177,460 84,996 91.92

要求に関する基本方針

危　機　管　理　室

要求額

会計名
平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額
増減率



単位：千円、％

　　主な増減理由
・市制施行８０周年記念式典の開催による増 ６，７００千円
・情報通信基盤整備事業補助金の減 △２５０，０００千円
・社会保障・税番号制度システム改修費の減 △４４，５００千円
・国勢調査費の減 △３７，０００千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜協働＞

　　　○

　　　○

　　・市政各分野における功労者の表彰

　市制施行８０周年記念式典の開催に必要な経費を計上

要求のポイント

行政情報の提供と広聴事業の推進 ９５，８４８千円　
（９５，５７４千円）

　各種媒体による情報発信等に必要な経費を計上

　　・広報たかやまの発行、ＦＭ放送・ＣＡＴＶ番組の制作

　　・政策検討市民委員会及び市民と市長の対話集会の開催

市制施行８０周年記念式典の開催 １０，０００千円　
（３，３００千円）

市民みんなで祝う市制施行８０周年

一般会計 1,092,045 770,294 △ 321,751 △ 29.46

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

開かれた市政（広報広聴）による市民とのよりよい関係づくり

簡素で効率的な行政運営や持続可能な行財政基盤の確立を図るための行政
改革の推進

行政を取り巻く環境の変化に的確に対応できる職員の育成

企　画　管　理　部

要求額

会計名
平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額
増減率



＜行財政運営＞

　　　○

　　　○

　  ・省庁等への職員派遣

　  ・階層別研修をはじめ各種研修の実施 

大学連携の推進 １，６００千円　
（０千円）

　大学との連携による事業実施に必要な経費を計上

　　・サテライトキャンパスの設置

職員の意識改革と資質向上の推進 １９，４００千円　
（２２，４００千円）

　職員研修や人事交流に必要な経費を計上



単位：千円、％

○○

・市債残高の減少及び利率見直しによる公債費の減 △８５３，３７２千円
・久々野支所庁舎整備による増 １９７，８５２千円
・平成３０年度評価替えに向けた土地鑑定評価業務の増 ３８，５６４千円

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　行政事務の円滑な実施に必要な経費を計上

○

　公有財産の適正な管理と未利用財産の活用や処分に必要な経費を計上

　　　○

　固定資産税等の公平・公正な賦課を行うために必要な経費を計上

　　・字絵図書替

　　・家屋所在地番等調査

　　・固定資産現況調査等

　　・土地鑑定評価

財　務　部

要求額

会計名
平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 6,322,621 5,769,618 △ 553,003 △ 8.75

要求のポイント

　　主な増減理由

要求に関する基本方針

第八次総合計画の着実な推進と市長公約の実現

社会情勢の変化や行政課題に対応した財産管理の推進

公平な課税と税収納率の向上

（４２１，６７３千円）

　　・庁舎、公用車等の維持管理

　　・久々野支所庁舎の改築

財産管理の適正化と効率的な運用 ６２，２２５千円　

庁舎等の適正管理と必要な整備の推進 ６６１，７６２千円　

公平な課税と税収納率の向上 ８１，３７５千円  
（３２，４００千円）

（５６，９７８千円）

　　・市営墓地の管理

　　・市有施設の火災保険の加入

　　・普通財産の管理や活用、処分のための測量業務



単位：千円、％

　　主な増減理由
・ふるさと寄附増加に伴う寄附者贈呈品の増 ５０，０００千円
・飛騨地域３市１村広域連携による地方創生事業の増 ２８，６００千円
・公衆無線ＬＡＮ整備費の増 ２，８００千円

　　　○ 飛騨高山ブランドの確立に向けた施策の強化

　　　○

　　　○ 首都圏ネットワークの強化

（　　　　）は前年度予算額

＜ブランド戦略＞

　　　○

　飛騨高山ブランドの確立を図るために必要な経費を計上

　　・ふるさと寄附者贈呈品

　　・飛騨高山フェアの開催による情報発信

＜東京事務所運営＞

　　　○

　首都圏における情報収集や販路拡大などの活動に必要な経費を計上

＜移住交流＞

　　　○

　移住促進を図るために必要な経費を計上

　　（移住プロモーション等については、３市１村広域連携にて実施）

要求に関する基本方針

一般会計 123,934 209,463 85,529 69.01

ブランド・海外戦略部

要求額

会計名
平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

誘客・物販・交流の相乗効果の創出

飛騨高山ブランドの確立 ８６，６００千円　
（３６，７４０千円）

事業者等と連携した首都圏活動の展開 ９，２４２千円　
（８，４９４千円）

移住者への支援 ２５，６６６千円　
（１１，８００千円）

要求のポイント



＜海外戦略＞

　　　○

　ターゲットを明確にした誘客・販売活動強化を図るために必要な経費を計上

　　・外国人観光客目線を重視したニーズ調査の実施（新規）

　　・公衆無線ＬＡＮサービスエリア拡大とマーケティングへの活用（拡大）

　　・海外の国・地域のニーズに合った多言語サイトの運営

　　・物販のＰＲも兼ねた誘客活動

　　（飛騨地酒ツーリズム推進事業及び有償外国人観光ガイド育成事業については、

　　　３市１村広域連携にて実施）

＜交流＞

　　　○

　　・姉妹友好都市との市制施行８０周年記念事業の実施（拡大）

　　・誘客や物販につながる交流の推進

　国際化推進のために必要な経費を計上

　　・海外の国・地域との相互理解の促進

（３８，３００千円）

（２９，６００千円）
　姉妹友好都市との絆の強化を図るために必要な経費を計上

５９，２２４千円　

海外の国・地域とのつながりの強化 ２８，７３１千円　

効果の高い誘客・販売展開



単位：千円、％

　　主な増減理由
・平和シンポジウムの開催による増 ８，４７１千円
・飛騨高山文化芸術祭の開催による増 ４２，５５３千円
・生涯学習施設の整備による増 １４７，４１８千円

　　　○ 協働のまちづくりによる地域課題の解決

　　　○ 豊かで活力あるまちづくりに活かされる生涯学習の推進

　　　○ 市民自ら自発的・主体的に創造する新たな文化芸術の振興

　　　○ スポーツに親しむことのできる環境づくりの推進

（　　　　）は前年度予算額

＜協働＞

　　　○

　　・まちづくり協議会による地域づくり活動への支援

　　・市民活動団体への助成

　　・町内会防犯灯の改修等の助成

　　・人材育成等に関する講座や研修会の開催

　　　○

　　・ワーク・ライフ・バランスの推進

対前年度増減額

　地域づくり活動と市民活動を推進するために必要な経費を計上

196,978 18.55

２７６，５８９千円　

一般会計 1,061,783 1,258,761

１，２０５千円　

増減率

男女共同参画の推進

要求のポイント

　第４次高山市男女共同参画基本計画の着実な推進を図るために必要な経費を計上

要求に関する基本方針

（２７６，７６０千円）

市　民　活　動　部

要求額

会計名
平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

協働のまちづくりの推進

　　・講演会や講座などの開催

（１，２７１千円）



＜交流・地域福祉＞

　　　○

　　・高山市平和の日の啓発と平和シンポジウムの開催

　　・人権講演会の開催

＜生涯学習＞

　　　○

　　・生涯学習講座の開催

　　・子ども夢創造事業（科学）の実施

　　・生涯学習施設の整備と維持管理

＜文化芸術＞

　　　○

　　・市民の自主的な文化芸術活動に対する支援

　　・飛騨高山文化芸術祭の開催

　　・美術展覧会等の開催

　　・子ども夢創造事業（文化芸術）の実施

　　・文化芸術鑑賞事業の実施

＜スポーツ＞

　　　○

　スポーツの振興を図るために必要な経費を計上

　　・子ども夢創造事業（スポーツ）の実施

　　・スポーツ指導者の養成及びスポーツ教室の開催

　　・スポーツ少年団活動、各種スポーツ大会開催に対する支援

　　　○

　高地トレーニングエリアの利用促進を図るために必要な経費を計上

　　・トップアスリート受入体制の整備

　　・高地トレーニング施設の維持管理と利用促進

　文化芸術の市民生活への浸透と文化芸術の振興を図るために必要な経費を計上
（６４，３３０千円）

平和等に関する意識の醸成

スポーツ活動の充実

（４０９，７１７千円）

　平和や人権に対する意識の高揚を図るために必要な経費を計上

文化芸術の振興

（４１，００２千円）

生涯学習の推進 ５５７，０７７千円　

１０，５３５千円　

高地トレーニングエリアの充実 ３７，７３５千円　

（１６，３６７千円）

１０８，７７３千円　

　生涯学習機会の提供や生涯学習施設の維持管理に必要な経費を計上

１８，０２９千円　

（２，０２８千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・老人福祉施設等整備費助成事業費（地域密着型）の増 １８８，６４１千円
・保育所に要する経費の増 ６１，７８５千円
・放課後児童健全育成事業費の増 ９９，４６３千円
・臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金の減 △１５９，０００千円
・地域密着型サービス給付費の増 １５７，４００千円

　　　○ 子どもが健やかに育つ環境整備の推進

　　　○ 住み慣れたまちに快適に安心して住み続けるための支援

　　　○ 介護予防の推進及び安定したサービスの提供

（　　　　）は前年度予算額

＜地域福祉＞

　　　○ 総合的な相談支援

　福祉サービス総合相談支援センターの設置に必要な経費を計上

　　・一般相談、生活困窮者相談、障がい者（児）相談

　　　○ 低所得者への支援

　適切な生活保護制度の運営に必要な経費を計上

　　・生活保護受給者への支援

要求のポイント

（２１，６１０千円）

介護保険事業特別会計

一般会計 8,739,606 9,233,700 494,094 5.65

福　祉　部

要求額

平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

（６４０，００１千円）

会計名

要求に関する基本方針

２１，５７０千円　

9,143,276 9,468,614 325,338 3.56

６５６，１９２千円　



＜障がい者福祉＞

　　　○

　障害者総合支援法等に対応したサービス提供に必要な経費を計上

　　・障がい福祉サービス等の給付、障がい者就労支援事業の実施

＜児童福祉＞

　　　○

　障がい児の健全育成を支援するための経費を計上

　　・障がい児の通所に対する支援

　　　○ 子育てと仕事の調和がとれる環境の整備（拡大）

　子どもが健やかに育つ環境づくりに必要な経費を計上

　　・放課後児童クラブの充実（対象学年を６年生まで拡大）

　　　○ 良好な保育環境の確保

　良好な保育環境の確保に必要な経費を計上

　　・私立保育所１６か所

＜高齢者福祉＞

　　　○

　高齢者の安全で安心な生活や生きがいづくりを支援するための経費を計上

　　・買い物、掃除、玄関先の除雪などの支援、通院や買い物などの外出支援

　　・長寿会活動に対する助成

　　・住宅のバリアフリー改修や屋根雪融雪装置の設置に対する助成

　　・温泉保養施設等の利用に対する助成

　　　○

　老人福祉施設の運営・維持管理に要する経費を計上

　　・地域密着型サービス施設整備に対する助成（新規）

　　・福祉センター等の運営

○

　介護認定、保険料の賦課徴収、介護給付に必要な経費を計上

　　・介護サービス等の給付、介護認定審査会の開催

　　　○

　高齢者の介護予防、包括的支援体制の整備に要する経費を計上

　　・地域包括支援センターの委託 

　　・生活支援体制の整備 

　　・認知症施策の推進

（１６０，４０９千円）

　　・地域医療・介護連携の推進

（１１５，６９１千円）

健全な介護保険事業の運営 ８，９３８，８１０千円　

（２４２，２６０千円）

（８，８９５，３９７千円）

介護予防の推進（拡大） ４３７，００２千円　

高齢者の安全で安心な生活の支援 ２４８，１０１千円　

老人福祉施設の運営 ３２２，２３３千円　

１，８１４，７８５千円　

障がい者が安心して快適に暮らせる環境づくり

３０２，６５３千円　
（１６８，１３０千円）

（２１１，８００千円）

（１，７５３，０００千円）

障がい児の健全な育成 ２９６，１２５千円　

（１，９０１，６９６千円）
                    １，９１２，８８９千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・後期高齢者医療負担金の増 ５１，０６６千円
・医師確保等支援事業の増 １０，６６６千円
・国保特別会計の退職被保険者等療養給付費の減 △４０，０００千円
・国保特別会計の高額医療費共同事業拠出金の増 ３８，０００千円
・電子カルテ導入による増 １４，００３千円
・院外処方への移行に伴う医薬品衛生材料費の減 △２３，２００千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<生活環境>

○ 火葬場の運営

　　・火葬場の設備改修と維持管理

平成２８年度
要求額

1,814,488 64,954

対前年度増減額
増減率

1,749,534 3.71

６０，８３８千円　

地域医療体制及び救急医療体制の充実

1,069,837

市　民　保　健　部

要求額

要求に関する基本方針

会計名
平成２７年度
当初予算額

207,065 218,655 11,590 5.60

一般会計

国民健康保険事業
特別会計（事業勘定） 11,862,706 11,869,078 6,372 0.05

後期高齢者医療
事業特別会計 1,140,879 71,042 6.64

国民健康保険事業
特別会計（直診勘定）

疾病予防対策の推進

国民健康保険財政の適正化

　市営火葬場の維持管理に必要な経費を計上

健康づくりに取り組むことができる環境の強化

（４９，１３０千円）

要求のポイント



<保健・医療>

　　　○ 国民健康保険財政の適正化

　　・コンビニ納付サービスの導入

　　　○ 後期高齢者医療保健事業の推進

　後期高齢者の健康増進のために必要な経費を計上

　　　○ 市民の健康増進の推進

　市民の健康増進のために必要な経費を計上

　　・健康診査、がん検診の実施

　　・妊婦健康診査に対する助成、乳幼児健診の実施

　　・予防接種の実施

　　・不妊治療に対する助成

　　・ウォーキングコースを利用した健康づくりの推進

　　　○ 地域医療体制の充実 　　　　　　６４８，３６０千円　

　医師確保のための環境整備や救急医療体制の確保に必要な経費を計上

　　・医師等の確保、高度医療機器の整備等に対する助成

　　・直営診療所の運営、電子カルテの導入

　　・休日診療所の運営

　　・２４時間電話医療相談

　　　　　　　　　５１０，２５９千円　

　国民健康保険事業の円滑な運営に必要な経費を計上

１１，８６９，０７８千円　

　　・在宅当番医制、病院群輪番制、救命救急センターの運営に対する助成

　　　　　　　（６２７，９５１千円）

　　　　　　　　　　 （４９５，１１１千円）

（１１，８６２，７０６千円）

４６，２６６千円　
（４４，７００千円）

　　・すこやか健診及びさわやか口腔健診の実施



単位：千円、％

　　主な増減理由
・森のエコハウスの機能向上による増 ５，８８７千円
・木質バイオマス普及推進による増 ２，０００千円
・乗鞍山麓五色ヶ原の森新ルート開設準備による増 ６，２５０千円
・長期修繕計画に基づく焼却施設保守点検費の増 ６３，５７７千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<地球環境>

　　　○ 自然エネルギー活用日本一を目指したまちづくりの推進
３７，７２７千円　

（３６，９９３千円）
　自然エネルギー活用の普及活動等に必要な経費を計上

　　・自然エネルギー活用の普及啓発

　　・小水力発電コンテストの実施

　　・森のエコハウスの機能向上

　　・木質バイオマスの活用に対する助成

　　　○ 地球温暖化対策の推進 ６，２９８千円　
（２２，２００千円）

　地球温暖化対策の推進に必要な経費を計上

　　・電気自動車の普及促進（急速充電器の維持管理）

環　境　政　策　部

要求額

会計名
平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

一般会計

対前年度増減額
増減率

865,225 979,281

要求に関する基本方針

自然と共生するまちを目指した生物多様性保全の推進

公害の発生防止

要求のポイント

114,056 13.18

自然エネルギーによるまちづくりの推進

地球温暖化対策の推進による温室効果ガス排出の削減

自然公園の適正管理による安全で快適な利用の推進

ごみ処理施設の適正な維持管理



　　　○ 生物多様性保全の推進 １０，２６７千円　
（９，４５５千円）

　自然環境の保全や生物多様性保全の意識啓発に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森を活用した自然環境学習

　　・いのちの森づくり

　　　○

<生活環境>

　　　○ 快適に暮らせる環境の整備

　公害発生の防止に必要な経費を計上

　　・河川水質の監視、騒音・悪臭苦情にかかる調査

　　　○ 資源循環型社会の実現

　ごみの収集、焼却、埋立、減量化、資源化や施設の維持管理等に必要な経費を計上

　　・小型家電の資源化

　　・長期修繕計画に基づくごみ焼却施設の保守点検

（３，９９０千円）
８，４７２千円　

（６８，０６０千円）
　自然公園等の保全と利用の推進に必要な経費を計上

自然公園の保全と活用

８２３，７４７千円　
（７１９，１７７千円）

８９，７１７千円　

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森新ルート開設準備



単位：千円、％

　　主な増減理由
・新規就農者等育成支援事業費の増 ３８，３００千円
・豪雪による倒木処理支援事業費の増 １２０，０００千円
・匠の家づくり支援事業費の増 １５，０００千円
・森林整備地域活動支援事業費の減 △４５，０００千円
・繁殖牛舎整備費助成事業費の増 ３，９７５千円

　　　○ 活気ある農業生産地づくりと担い手の育成・確保

　　　○ 地域ぐるみでの農地・施設の保全と鳥獣被害対策の強化

　　　○ 地籍調査の実施による森林整備の促進

　　　○ 豪雪による倒木処理に対する支援

　　　○ 効率的な木材生産及び木材の利用拡大

　　　○ 活気ある生産地づくりと畜産物の供給の安定化

（　　　　）は前年度予算額

＜農業＞

　　　○

　　・機械、施設整備導入に対する助成

要求のポイント

新規就農者や認定農業者の育成支援 １３３，６１３千円　
（９３，７００千円）

地方卸売市場
事業特別会計

要求に関する基本方針

一般会計

会計名

農　政　部

要求額

平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

1,638,998 1,839,330 200,332 12.22

30,900 28,548 △ 2,352 △ 7.61

　農業の担い手確保、育成支援のために必要な経費を計上

　　・経営開始した青年就農者に対する給付金の支給



　　　○

＜林業＞

　　　○

　　　○

　　　○

　　・東濃桧の産地である中津川市との連携による木材の利用促進

＜畜産業＞

　　　○

　　・第１１回全国和牛能力共進会に向けた取り組み

　　・地域ぐるみの鳥獣被害防止活動や侵入防止柵の整備等に対する助成

　　・繁殖牛舎の建設に対する助成

　鳥獣による農作物への被害を防止するために必要な経費を計上

　市産材の活用促進に必要な経費を計上

（１７，５４０千円）
　畜産振興を図るための必要な経費を計上

木材の利用促進

　　・有害鳥獣捕獲隊の育成に対する助成

地籍調査の促進 １５５，１８３千円　

５１，３９０千円　
（３６，５９０千円）

（１５２，０３８千円）
　森林施業を促進する境界明確化のための経費を計上

畜産振興の推進 ２０，０３３千円　

倒木処理の促進 １２０，０００千円　
（０千円）

　豪雪による倒木の処理に必要な経費を計上

農作物獣害防止対策の強化 １４５，９１８千円　
（１５２，４６０千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・起業家支援の充実による増 ２０，０００千円
・カード決済の普及促進による増 １０，２８１千円
・ＵＩＪターン就職支援の充実による増 ５０，２００千円
・融資実績等を踏まえた預託金見直しによる減 △７０，０００千円
・市制施行８０周年記念イベント開催による増 １０，０００千円
・観光施設等の整備に伴う増 ３５，６４２千円
・飛騨地域３市１村広域連携による地方創生事業の増 １，６００千円

　　　○ 中小企業の経営の安定化のための融資事業の推進

　　　○ 地場産品の販路拡大に向けた施策の推進

　　　○ 伝統的工芸品産業等の技術の継承、後継者育成に向けた施策の推進

　　　○ 中心市街地の活性化に向けた施策の推進

　　　○ ＵＩＪターン就職する若者への支援

　　　○ 観光客５００万人を目指した戦略的誘客宣伝事業等の展開

○ 利用者の満足度向上や安全管理のために必要な観光施設の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜商業＞＜工業＞＜労働＞

　　　○

　中小企業者、勤労者向けの低利融資の実施に必要な経費を計上

　　・創業支援資金融資、小口融資、経営安定特別資金融資

　　・勤労者生活安定資金融資、勤労者住宅資金融資

　　・創業支援及び経営安定特別資金融資等利子補給

　特定創業支援の認定を受けた起業家の支援に必要な経費を計上

　　・起業に伴う初期投資に対する助成

要求のポイント

要求に関する基本方針

観光施設事業
特別会計 86,201 98,481 12,280 14.25

一般会計 2,933,346 2,998,629 65,283 2.23

商　工　観　光　部

要求額

会計名
平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

中小企業等融資事業の推進 １，８１６，７１８千円　
（１，８５５，４８１千円）



＜商業＞＜工業＞

　　　○

　特産品等の積極的な宣伝・販路拡大に必要な経費を計上

　　・飛騨高山展開催事業に対する助成

　　　○

　伝統的工芸品産業等の販路拡大、後継者育成等に必要な経費を計上

　　・後継者育成に対する助成

　　・伝統的工芸品産業振興団体に対する助成

　　・飛騨高山の名匠認定

＜商業＞

　　　○

　にぎわいのある商業空間の形成と中心市街地の活性化に必要な経費を計上

　　・まちづくり会社が行う中心市街地活性化事業に対する助成

　　・カード決済の普及促進

＜工業＞

　　　○

　企業誘致を推進するために必要な経費を計上

　　・企業誘致促進制度による企業誘致活動

＜労働＞

　　　○

　ＵＩＪターン就職する若者への支援に必要な経費を計上

　　・ＵＩＪターン就職者に対する家賃助成

　　・ＵＩＪターン就職者に対する奨学金返済助成（新規）

　　・Ｕターン就職者に対する報償金の支給

＜観光＞

　　　○

　観光宣伝、高山祭、各種イベントなど、誘客に必要な経費を計上

　　・広域連携誘客宣伝事業の推進

　　・飛騨高山ウルトラマラソンの開催

　　・観光関連団体の誘客宣伝事業等に対する助成

　　・市制施行８０周年記念イベントの開催

　　・若年層の合宿やゼミ宿泊誘致に対する助成（新規）

　　・山岳観光の推進（新規）

　　（北陸新幹線誘客事業については、３市１村広域連携にて実施）

　　　○

　温泉施設、キャンプ場、スキー場等の運営及び施設整備等に必要な経費を計上

　　・観光施設の運営、整備

誘客宣伝の実施 ２６０，４３５千円　
（２２８，１７８千円）

観光施設の運営 ３９７，７１１千円　

若者定住の促進 ９４，６５７千円　

（２２１，０００千円）

（４６，６８５千円）

中心市街地の活性化 ８４，５６２千円　
（１００，１００千円）

企業誘致対策の推進 ２０４，１００千円　

地場産品の販売促進活動の推進 １８，８４８千円　
（１７，０３０千円）

伝統的工芸品産業等の振興 ４５，７０７千円　

（４４，４５０千円）

（３５０，５８７千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・高山駅周辺土地区画整理事業の増 ３５１，０１５千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○ 道路などの安全性確保と道路網の健全な維持（地域要望への対応）

　　　○ 良好な景観の保全と創出の推進

　　　○ 安心・快適に住み続けられる居住環境の整備

　　　○ 高山駅周辺土地区画整理事業と自由通路（駅舎）整備事業の計画的実施

　　　○ 効率的で利便性が高い公共交通体系の確保

（　　　　）は前年度予算額

＜道路＞

　　　○

　　　○

　　　○ 道路維持修繕事業の推進 ４９７，０００千円　
（４６３，０００千円）

　道路の安全性確保や道路網の維持に必要な経費を計上

　　・道路修繕、側溝修繕、舗装修繕、橋りょう修繕

　道路交通の円滑化を図るための道路新設改良に必要な経費を計上

　　・村上田頃家線（村上橋）、福地線（百合見橋）、千島線、千島松本線ほか

基　盤　整　備　部

要求額

会計名
平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求に関する基本方針

一般会計 6,324,914 6,703,311 378,397 5.98

６５３，２９０千円　
（７４８，３００千円）

要求のポイント

街路事業の推進 ４９８，０５４千円　
（６５０，７７４千円）

　道路交通の円滑化と魅力ある市街地創出のための街路整備に必要な経費を計上

駅周辺土地区画整理事業区域と結節する基幹道路整備による交通環境の向
上

市民の生活と生命・財産を守るための災害に強い社会基盤整備の推進

　　・西之一色花岡線、高山駅東口線

道路新設改良事業の推進

高速道路網、地域間連絡道路網の整備促進による道路利用者の快適性向上



　　　○

＜防災＞

　　　○

＜土地利用＞

　　　○

　　　○

＜公共交通＞

　　　○

＜景観＞

　　　○

＜住宅公園＞

　　　○

　　　○

　　・自由通路整備、高山駅西口駅前広場整備、西之一色花岡線整備

（１８６，０００千円）
　地震に強いまちづくりの推進に必要な経費を計上

橋りょう耐震補強事業の推進 １９８，３００千円　

（２０３，６３３千円）
　バス運行等に必要な経費を計上

　　・歩車道除雪委託、融雪剤購入、消融雪側溝整備

安全・安心な魅力あるまちづくりの推進 ２４，４９９千円　
（１９，７６３千円）

　安全で安心して快適に住めるまちづくりに必要な経費を計上

除雪対策事業の推進 ６５０，５９８千円　
（５５６，２００千円）

　冬期間の交通確保を図る除雪対策に必要な経費を計上

　安全安心な公園利用の促進に必要な経費を計上

　　・公園の改修、まちかどスポット「憩いの場」の整備

　　・長寿命化修繕計画に基づく橋りょう１４橋の耐震補強を実施
  　  （柳橋、和合橋、栗尾橋、龍音橋、巌橋ほか）

市営住宅改修整備事業の推進 ３０，３２０千円　
（３０，０００千円）

高山駅周辺土地区画整理事業の推進 ２，９３６，９３５千円　
（２，５８５，９２０千円）

　高山駅周辺土地区画整理事業等に必要な経費を計上

　安全で快適な住環境を提供するための施設整備に必要な経費を計上

　　・市営住宅の改修

公園等改修整備事業の推進 ３０，０００千円　
（２０，０００千円）

良好な景観の保全と創出の推進 ３１，３００千円　
（２８，３４８千円）

　良好な景観の保全と創出を推進し、地域資源として活用するための経費を計上

　　・屋外広告物の修景に対する助成

　　・まちなみバス、のらマイカーの運行

　　・空家等対策事業の推進

生活に必要な公共交通の確保 ２０３，０５４千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・導水管路耐震化事業費の増（上水）　 ３３２，８７２千円
・給配水区域再編事業費等の増（上水）　 ５５，８５６千円
・宮川終末処理場の焼却炉建設事業費の増（下水）　 ３１６，４４０千円
・特定環境保全管きょ建設事業費の減（下水）　 ▲９２，５６０千円

○ 安全・安心な水を安定して供給するための施設整備及び経営の安定化

○ 安全・安心な水を安定して供給するための水源の保全と確保

○ 生活環境の向上と公共用水域の水質保全

○ 地域の特性に応じた下水処理施設の整備及び水洗化の普及

（　　　　）は前年度予算額

＜上下水道＞

　　○ 水源の保全と浄水施設整備の推進

　水源地の保全と安全・安心な水を安定して供給するための施設整備に必要な経費を計上
　　・六厩浄水場基幹改良事業、導水管路耐震化事業

４４２，０８５千円　
（１０９，２１３千円）

一般会計

要求に関する基本方針

要求のポイント

233,564 247,643

会計名

水　道　部

要求額

平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額

14,079 6.03

増減率

6.04

0.50
農業集落排水
事業特別会計 601,510 604,546 3,036

3,010,242 3,192,135
下水道事業
特別会計 181,893

14.19
水道事業

会計 2,790,125 3,185,945 395,820



　　○ 基幹管路の耐震化と老朽管布設替の推進 ４３５，３３８千円　
（３９４，０２７千円）

　安全・安心な水を安定して供給するための施設改良に必要な経費を計上
　　・基幹管路の耐震化整備
　　・老朽管の布設替工事
　　・道路改良及び災害復旧に伴う布設替工事

　　○ 配水施設整備の推進 １００，７９０千円　
（４４，９３４千円）

　安全・安心な水を安定して供給するための配水施設整備に必要な経費を計上
　　・配給水区域再編事業（まこも、鍋山、大洞）
　　・未給水地区の解消

　　○

　　　　 　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るため下水処理施設整備に必要な経費を計上
　　・宮川終末処理場焼却炉の建設
　　・マンホール蓋の更新（１７３箇所）

　　○

　　　　 　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るため下水処理施設整備に必要な経費を計上
　　　　　 　　・管きょ布設（国府町三川地区、奥飛騨温泉郷中尾地区）

　　○ 農業集落排水施設の機器の長寿命化及び更新

　　　　 　農業集落排水処理施設の設備・機器の長寿命化及び更新に必要な経費を計上
　　　　　 　　・農業集落排水処理施設の長寿命化工事

（２５３，２７８千円）

（３１，１１３千円）
２３，８５０千円　

特定環境保全公共下水道の管きょ布設

４２２，９６９千円　
（１０６，２７４千円）

下水処理場焼却炉建設、マンホール蓋更新

１４２，１９８千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・市場金利の低下に伴う積立金の減

　　　○ 効率的な基金及び歳計現金の運用   

　　　○ 合理的な会計事務の推進　

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　　　○

要求のポイント

（１，７６５千円）
　効率的な出納事務遂行のための職員の研修会の実施

６６５，９８３千円　

　効率的な基金の積立運用

より有利で安全な基金の運用
（７５４，１４３千円）

適正な会計事務の実施 １，６８３千円　

　歳計現金の適正な管理

要求に関する基本方針

増減率

一般会計

会計名

776,678 687,998 △ 88,680 △ 11.42

会　計　室

要求額

平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額



単位：千円、％

　　　○ 市民の視点に立った公平公正な監査等の充実

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

監　査　委　員　事　務　局

要求額

会計名
平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 7,566 7,848 282 3.73

要求に関する基本方針

要求のポイント

適正な行財政運営に資する監査等の実施 ６，７２７千円　
（６，３８３千円）

　監査等の充実に必要な経費を計上



単位：千円、％

○○

・デンバー姉妹友好都市提携５５周年記念事業終了による減 △１，０００千円
・全国森林環境税創設促進議員連盟全国大会開催に伴う増 ５００千円

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○ 円滑な議会運営 ３１，１１６千円　
（３２，０３１千円）

　議会運営に必要な経費を計上

　　・政策提言の実施

　　・議会広報紙の発行

　　・議会情報及び会議録の公開

　　・議会関係事務

要求に関する基本方針

要求のポイント

市民にとって、わかりやすく開かれた議会運営

　　主な増減理由

31,116 △ 915 △ 2.86一般会計

増減率

　　・議会・委員会等の開催

　　・市民意見交換会（地域別・分野別）の開催

　　・議会審議の中継

会計名

議　会　事　務　局

要求額

平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額

32,031



単位：千円、％

　　主な増減理由
・小中学校校舎大規模改修事業の増 ２５６，０００千円
・小中学校の施設等修繕費の増 １３７，０００千円
・教育系情報機器の更新に伴う賃借料の増 ５６，０００千円
・伝統文化交流拠点施設整備事業費の減 △１０４，０００千円

　　　○ 教育の質や教育力の向上と、地域全体による郷土教育の推進

　　　○ 学びのセーフティネットの構築

　　　○ 地域文化の継承や歴史的町並保存の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜学校教育＞

　　　○

　　・個別指導体制の充実

　　・特別支援教育の推進

　　・あたたかな人間関係づくりのための心理検査の実施

　　　○

　　・中学校教師用教科書・指導書の購入

学校給食費
特別会計

要求に関する基本方針

要求のポイント

　　・教材備品の購入

399,400 388,866 △ 10,534 △ 2.64

教育の充実 １５６，９９３千円　
（１５２，２７６千円）

　教育の充実に必要な経費を計上

１９３，６８６千円　

　　・吹奏楽備品の整備

（１４７，０３４千円）
　教育環境の整備に必要な経費を計上

　　・国際教育の充実

　　・郷土教育（リーダー育成のためのキャリア教育）の推進

教育環境の整備

　　・教育用パソコンの更新

一般会計 1,971,680 2,372,596 400,916 20.33

教　育　委　員　会

要求額

平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名



　　　○

　学校施設等の安全・安心・快適な環境整備に必要な経費を計上

　　・学校施設の大規模改修（本郷小、清見中学校校舎）

　　・スクールバスの更新

○

　　・私立高等学校、短期大学等に対する助成

　　　○

　　・安全・安心でおいしい学校給食の提供

　　・学校給食センターの運営（高山、清見、一之宮、久々野、本郷）

　　・調理用機械器具、給食配送車両の更新

＜文化＞

　　　○

　　・ふるさと伝承記録整備

　　・伝承芸能保存団体に対する助成

　　　○

　歴史的な町並み保存の推進に必要な費用を計上

　　・伝統的建造物群保存地区保存対策に対する助成

　　・伝統的建造物群保存地区防災対策に対する助成

　　・歴史的建造物群耐震化対策事業

　　・私立幼稚園の就園に対する助成

（５９７，３４１千円）

（２，７６０千円）

　児童生徒の心身の健全な発達を図るために必要な給食運営経費を計上

地域文化継承への支援

安全・安心で魅力ある学校給食の提供 ５９６，９１１千円　

　地域の文化継承に必要な費用を計上

（８２，１００千円）
歴史的町並み保存の推進 ８０，５５０千円　

　　・歴史ガイドマスター養成事業

２，７１８千円　

安全・安心・快適な学校施設等の整備 １，００５，９６４千円　

幼児教育、高等教育の充実
（７６，６５０千円）
７６，７３５千円　

　幼児教育、高等教育の充実に必要な経費を計上

（６０２，２００千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・高機能消防指令台及び消防無線のデジタル化に伴う増 ３７，６９０千円

　　　○

　　　○
団員の士気高揚、団員の確保

（　　　　）は前年度予算額

＜消防＞

　　　○

　消防指令及び無線等による通信体制に必要な経費を計上

　　　○

　消防車両等の更新に必要な経費を計上

　　　○

　消防団活動に必要な経費を計上

　　・消防団員出動報酬

　　・消防団員退職報償金

 　 ・消防用資器材の更新

８８，６８２千円　消防団活動の充実

消防車両の更新 １０３，６０９千円　

一般会計 524,287

消防団員の安全確保と消防団施設や資器材の整備による団活動の充実及び

要求のポイント

消防指令及び通信体制の充実

560,631 36,344 6.93

（１２１，５００千円）

５６，９１２千円　
（１９，２２０千円）

　　・高機能消防指令システム及び消防救急デジタル無線等の管理

（７４，６００千円）

要求に関する基本方針

市民の安全・安心を確保するための消防装備等の充実強化

　　・高規格救急車、消防団ポンプ車、積載車

消　防　本　部

要求額

平成２７年度
当初予算額

平成２８年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名




